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玉川村長

車 田

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
し
い
新
春
を
迎
え
、
村
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
新
し
い
時
代
の
ス
タ
ー
ト
の

年
と
な
り
、
高
速
突
通
時
代
に
お
け
る
空
の
玄
関
口
と
し
て
の

福
島
空
港
も
、
平
成
五
年
三
月
開
港
に
向
け
て
工
事
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
行
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
二
年
度
末
に
は
、
土
木
工
事

の
七
五
%
が
進
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
空
港
関
連
整
備
事
業
も

次
々
と
着
王
さ
れ
、
巴
一
日
と
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
同
じ
く

臨
空
港
型
の
玉
川
工
業
団
地
も
、
郡
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
ソ

!
ン
と
し
て
、
昨
年
来
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
、
操
業
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
村
の
事
業
と
す
る
雨
中
学
校
の
改
築
工
事
に
つ
き

ま
し
で
も
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て
着

U
お
い

エ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
村
民
の
健
康
、
つ
く
り
の

殿
堂
で
あ
る
保
健
セ
ン
タ
ー
の
完
成
、
国
際
的
視
野
と
感
覚
を

育
て
る
人
づ
く
り
と
し
て
、
中
華
民
国
鹿
谷
郷
と
の
姉
妹
提
携

か
ら
一
年
七
ヶ
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
が
、
相
互
に
交
流
を

展
開
し
、
躍
動
感
の
あ
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

村
民
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
協
力
の
お
陰
と

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
日
の
社
会
環
境
は
、
国
際
化
、
高
度
情
報
化
、
高

速
ム
交
通
化
の
時
代
で
あ
り
、
イ
ン
フ
レ
時
代
か
ら
デ
フ
レ
の
時

代
へ
と
移
行
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
諸
情
勢
の
中
で
、
時
代
と

の
適
応
を
図
り
な
が
ら
、
〈
王
村
民
の
英
知
を
結
集
し
、
明
る
く

よ
り
豊
か
な
し
か
も
感
動
あ
る
村
づ
く
り
を
行
い
、
村
民
に
幸

せ
の
種
子
を
ま
き
、
村
発
展
を
着
実
に
前
進
さ
せ
る
よ
う
、
決

意
を
新
た
に
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

玉
川
村
の
当
面
の
課
題
は
、
福
島
空
港
関
連
周
辺
整
備
の
積

極
的
推
進
、
両
中
学
校
改
築
、
フ
ラ
イ
ト
農
業
確
立
、
商
工
業

の
育
成
、
福
祉
と
健
康
づ
く
り
、
水
資
源
の
確
保
、
住
宅
団
地
、

総
合
運
動
公
園
、
リ
ゾ
ー
ト
、開
発
、
時
代
に
適
応
で
き
る
人
材

育
成
な
ど
、
多
く
の
諜
題
が
山
積
み
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
白
的
達
成
の
た
め
、
一
層
対
話
を
強
化
し
、
村
民

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
最
善
の
努
力
を
し
て
い
く
決

意
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
、
村
民
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

玉川村議会議長

佐久間倉太

謹
ん
で
新
年
の
賀
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
c

皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ご
ろ
、
議
会
運
営
、
活
動
に
つ
い
て
格
別
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
の
時
代
に
入
っ
た
昨
年
の
本
村
に
つ
き
ま
し
て
は
、
災

害
な
ど
も
少
な
く
、
外
面
的
に
は
特
別
な
動
き
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
盟
内
に
あ
っ
て
は
、
昭
和
天
皇
の
崩
御
に
始
ま
り
、

国
政
、
世
情
の
動
き
、
ま
た
、
国
外
に
あ
っ
て
は
東
欧
諸
国
の

民
主
化
へ
の
動
き
な
ど
、
ま
こ
と
に
激
動
の
年
で
あ
っ
た
と
患

い
ま
す
。
時
代
は
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
肌
身
に
感
じ

ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

我
が
玉
川
村
に
お
い
て
は
、
福
島
空
港
を
核
と
し
た
新
し
い

患
吹
を
基
に
、
す
ば
ら
し
い
地
域
社
会
を
築
き
上
げ
る
た
め
、

村
民
一
丸
と
な
っ
て
伸
展
の
道
を
歩
み
続
け
る
こ
と
に
努
力
し

て
ま
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
代
表
と
し
て
私
た
ち
議
会
議
員
も
、
一
一
層
心
得
を

新
た
に
し
て
、
大
前
提
で
あ
る
住
民
の
福
祉
向
ょ
に
努
力
し
て

ま
い
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に
臨
み
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
お
祈
リ
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

村
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平成2年i用広報たまかわ

県
主
催
の
国
民
年
金
法
施
行
三
十
周
年
記
念
式
典
が
、
十
一

月
二
十
二
日
福
島
市
の
県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
式
典
で
、
国
民
年
金
事
業
に
優
れ
た
実
績
を
あ
げ
て
い
る

市
町
村
表
彰
に
お
い
て
、
本
村
が
厚
生
大
臣
表
彰
に
浴
し
ま
し

た
。
村
民
皆
様
の
国
民
年
金
へ
の
理
解
の
た
ま
も
の
と
深
<
感

謝
い
た
し
ま
す
。

* 

員る

十
二
月
八
日
、
村
の
民
生
児
童
委

員
十
六
人
へ
村
長
か
ら
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
口
任
期
は
平
成
四
年

中
• 

村
で
は
、
消
防
力
の
強
化
を
図
る

た
め
、
中
分
団
と
吉
分
団
の
消
防
ポ

ン
プ
積
載
車
二
台
を
更
新
し
ま
し
た
。

十
二
月
六
日
、
就
業
改
善
セ
ン
タ

ー
前
で
引
渡
式
が
行
わ
れ
、
両
分
団

員
が
見
守
る
な
か
、
車
田
村
長
か
ら

小
原
消
防
団
長
へ
、
そ
し
て
消
防
団

長
か
ら
両
分
団
長
に
引
渡
書
と
車
の

鍵
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
口

今
回
の
更
新
は
、
防
災
ま
ち
守
つ
く

り
事
業
に
よ
り
購
入
さ
れ
ま
し
た
c

こ
の
積
載
車
は
、
ト
ヨ
タ
製
4

W

D
ス
チ
ー
ル
ダ
ブ
ル
キ
ャ
ブ
低
床
車

で
す
。有
事
に
わ
け
る
機
動
能
力
を
高
め
、

予
防
消
防
の
強
化
が
図
ら
れ
る
も
の

平成2年1月
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1月10日は

110番の日

委嘱状を受ける)11崎幸夫さんUII辺)

小蒜 川担士
。 当月

高生 辺区三
十

石我矢草西大鈴小湯須小車溝曲矢川氏 E
で

。

井妻吹野舘木木原沢釜針田井山部崎

周貞源今英淑四昭英保英干保広和幸名薮
太朝 枝容 ー称、
郎一一夫範子郎治雄明章子三郎子夫 略

南竜岩
ク須 ?去中
釜崎寺

ゴヒ
ク須。

釜

四山
小吉
辻屋

新

と
し
て
、
十
分
な
威
力
を
発
揮
き
れ

る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

『需

表

彰

状

玉

川

村

殿

本
村
は
国
民
年
金
事
業
を
積

極

的

に

推

進

さ

れ

そ

の

功

績
は
ま
こ
ど
に
顕
著
で
あ
り

ま
す
よ
っ
て
国
民
年
金
法
施
行
三

十
周
年
に
あ
た
リ
表
彰
い
た

し
ま
す
平
成
元
年
十
月
二
十
七
日

厚
生
犬
臣
戸
井
田
三
、
郎
甑
臨

v" 

団!

今回更新された中分自と吉分団の積載車

自治大臣表彰を受ける円谷助役(右)

国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
は

(
第
二
号
被
保
険
者
配
偶
者
が
被
扶

養
配
偶
者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
)

都
道
府
県
知
事
が
認
定
し
ま
す
。
健

康
保
険
法
ま
た
は
各
種
共
済
組
合
法

の
短
期
給
付
の
被
扶
養
者
取
り
扱
い

を
勘
案
し
て
厚
生
大
臣
が
定
め
る
基

準
に
照
ら
し
、
そ
の
も
の
が
第
二
号

被
保
険
者
に
よ
っ
て
主
と
し
で
生
計

、ゼ
維
持
す
る
妻
、
ま
た
は
夫
で
あ
る

場
合
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
被
扶
養
配
偶
者
の
認
定
基
準

の
う
ち
、
認
定
対
象
者
の
年
間
収
入

が
百
万
円
未
満
か
ら
百
十
万
円
未
満

(
認
定
対
象
者
が
概
ね
厚
生
年
金
保

険
法
に
よ
る
障
害
厚
生
年
金
の
受
給

要
件
に
該
当
す
る
程
度
の
障
害
者
で

あ
る
場
合
に
あ
っ
で
は
百
五
十
万
円

未
満
か
ら
百
六
十
万
円
未
満
)
に
改

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

d義

円谷助役に

自治大臣表彰
11足30日役場において、岡田雅
光県中行政事務所長から本村の円

谷信男助役ヘ自治大臣の表彰状が
伝達されました。

これは、選挙制度百周年を迎え

るにあたり、長年選挙事務に携わ

った功積が認められたものです。

方昧みん

川
辺
小
で
訓
練

火
災
発
生
に
お
け
る
消
火
活
動
が

迅
速
的
確
に
実
施
で
き
れ
ば
、
火
災

の
被
害
は
最
少
限
で
す
み
ま
す
口

村
と
村
消
防
団
で
は
、
共
同
訓
練

を
実
施
す
る
と
と
も
に
住
民
の
防
災

意
識
を
高
め
よ
う
と
、
昭
和
五
十
七

昭和63年度日本赤十字
福島県支部一般会計決算

245，806 
16，857 
17，000 
17，834 
5，792 
72，919 
376，208 

(単位千円)

社資

社資

助金

繰入金

入

金繰

計

円

X
U
H
勾

度

合

入

般

人

補

金

収

{す

事件や事故などが発生し、 110
番通報をしますとこれを受けて警

察本部や警察署ては、通報された

方が「伺を求め、何を訴えている

のか」をいち早く開き取り、パト

力ーや白バイなどの警察官に指令

し、直ちに活動が開始されます。

110番をしますと、係員が次のこ
とについてお尋ねします。

・1可があったか・-
・いつ、どこで・.. 

・犯人は・・

・逃げ、た方向は・.. . 

・何で逃げたか・.. 

・あなたのお名前は・.. . 

一

法

県

交

雑

前

年
度
か
ら
模
擬
火
災
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
川
辺
小
か
ら
火
災
が
発

生
し
た
こ
と
を
想
定
に
行
わ
れ
、
十

一
分
団
の
消
防
団
員
、
須
賀
川
広
域

消
防
職
員
ら
百
三
十
一
人
と
川
辺
小

児
童
(
児
童
数
百
五
人
)
ら
が
参
加

1
U
古
i
F
1レ
れ
九

。

訓
練
を
見
守
る
児
童
た
ち
は
、

一

斉
放
水
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

39，915 
21， 110 
8，472 
34，132 

13，410 

21， 563 
49，780 
25，130 
48，595 
43，785 
70，316 
376，208 

越

支出

国際活動・本社事業費

災害救護事業費

救護看護養成費

血液事業費

救急法・氷上安全法
講習普及費

家庭看護法蘇宝法

奉仕団・青少年赤十字費

市・町・村赤十字活動費

社業振贋赤十字思想普及費

災害 資金等積立金

支部業務運営管理費

翌年度繰越金

合計

年

訓練を見守るJII辺小の子供たち

血
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円
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ヤ

子

石

井

ウ

メ

子
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田
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克
也
中
村
一

美

小

原

ミ

ヤ

子

大
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滝
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一
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子
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大
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前
(
幻
人
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曲
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行

信

曲

山

栄

子

曲

山

知

賀

子
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江
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男

車

田

明
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阿

部
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隆

山

崎

泰

子

佐

藤

俊
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三
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光
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山
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野
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邦
章
矢
部
照
子
熊
田
富
一

溝

井

浩

一

塩

田

敦

大

越

専

塩

津

理

博

矢

部

美

枝

子

真

弓

誠

車

目

覚

蔵

小

針

善

栄

森

博

野

口

裕

時

遠

藤

豊

子

石

井

雅

夫

車

田

光

子

岩

谷

勝

准

小

針

武

彦

溝

井

陳

彦

須

田

潤

一

本

間

智

芳

須

藤

哲

男

鈴

木

孝

小

原

教

子

以
上
の
八
十
九
人
の
方
々
か

ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

太字は400m.Q
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鹿谷農会(農協)でウーロン茶づくりの説明を聞く訪問団一行

こ
の
た
び
、
鹿
谷
郷
親
善
訪
問
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
う

れ
し
く
患
い
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
訪
華
は
十
一
一
年
ぶ
り

で
、
す
べ
て
の
こ
と
に
興
味
が
あ
り

ま
し
た
。
十
二
年
前
は
、
国
民
は
自

ま
た
、
中
国
大
陸
と
対
時
す
る
と
い

っ
た
厳
し
さ
な
ど
感
じ
ら
れ
ず
、
む

し
ろ
、
経
済
発
展
の
め
ざ
ま
し
さ
は
、

日
本
に
遣
い
位
け
追
い
越
せ
と
い
っ

た
意
気
込
み
を
凱
で
感
じ
ま
し
た
。

た
だ
、
経
済
発
展
を
急
ぐ
あ
ま
り
に
、

内
側

たか

由
に
海
外
に
出
国
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
見
え
な
い
壁
が
簡
を
取
り
臨
ん

で
い
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
今
自

の
訪
問
で
は
、
一
一
年
前
に
戒
厳
令
が

解
除
に
な
っ
た
た
め
、
国
民
の
海
外

渡
航
が
告
白
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

丘援を利用したウーロン茶畑

こ
の
た
び
の
鹿
谷
訪
間
に
あ
た
っ

て
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
の
招
待
派
遣

の
一
人
と
し
て
団
員
に
加
え
て
い
た

だ
き
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
農
業
の
基
幹
作
物

メガネをかけた方は8本語が話せる

生
の
教
え
を
守
り
、
私
た
ち
の
た
め

に
一
生
懸
命
に
遊
戯
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
時
の
子
供
た
ち
の
敏

速
さ
は
、
言
葉
に
言
い
表
わ
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
、
た
だ
た
だ

『
あ
り
が
と
う
あ
り
が
と
う
L

と

歓迎レセプション

今
回
の
訪
問
に
は
体
育
協
会
役
員

と
し
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

が
、
実
を
い
う
と
鹿
谷
郷
に
体
協
が

な
い
と
鶴
い
て
い
た
の
で
、
そ
の
辺

の
任
務
を
果
た
せ
る
か
ど
う
か
心
配

で
し
た
口
し
か
し
、
私
は
昭
和
十
三
年

麗谷公所内での歓迎会

一
月
か
ら
昭
和
十
七
年
二
月
ま
で
の

約
四
年
間
、
大
陸
の
鉄
道
マ
ン
と
し

で
中
国
本
土
の
開
拓
と
建
設
に
携
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
血
気
盛
ん

な
時
代
を
懐
か
し
み
、
脳
裏
に
浮
か

ぶ
北
京
語
が
果
た
し
て
台
湾
で
通
じ

諒
生

曲

-
7

一一一一口

'''勾
e

t

4

2

5

山

福
祉
行
政
や
公
害
な
ど
の
環
境
整
犠

の
遅
れ
が
目
立
ち
、
日
本
の
歩
ん
で

き
た
道
を
そ
の
ま
ま
進
ん
で
い
る
か
、

の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
し
か
し
、
と

の
十
年
間
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国

で
あ
る
お
米
が
、
生
産
調
整
で
悩
ん

で
い
る
社
会
情
勢
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
麗
谷
郷
の
凍
頂
茶
の
生
産
実

態
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
真
剣
な
生

産
意
欲
と
加
工
、
販
売
、
そ
し
て
、

の
つ
な
が

本

の

ム
父
津
川

四
辻
新
田

溝

井

ご王室E
J円

心
に
叫
び
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
歓
迎
会
の
中
で
、
私

が
知
っ
て
い
る
元
台
湾
で
教
師
を
勤

め
た
山
口
正
俊
先
生
の
誌
を
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
「
知
っ
て
い
ま
す
よ
」
と

る
も
の
か
ど
う
か
、
で
き
れ
ば
団
員
の

皆
さ
ん
に
少
し
で
も
お
役
に
た
で
た

ら
と
い
う
期
待
と
不
安
を
抱
い
て
訪

華
し
ま
し
た
。

鹿
〈
合
郷
は
、
凍
頂
茶
と
い
う
特
産

品
が
あ
り
、
郷
民
の
出
荷
意
欲
を
見

ノ畠¥

マ仁=:r

郷

は
先

世主
庄支

小

高

首

藤

信

勝

て
も
、
農
業
に
か
け
る
意
気
込
み
は

驚
く
ば
か
り
で
し
た
。
本
村
に
お
い

て
も
、
農
産
物
の
特
産
品
と
市
場
の

選
定
を
留
り
、
農
協
と
村
当
毘
が
一

体
と
な
っ
た
行
政
分
野
で
の
よ
り
良

6 

車
田
村
政
が
打
ち
出
し
た
人
づ
く
り
事
業
の
一
つ
、
中
華
民
国

鹿
〈
〈
口
郷
と
の
国
際
安
流
は
、
各
機
関
団
体
が
、
椙
互
に
支
流
を
深

め
、
鹿
〈
〈
口
郷
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
友
好
都
市
鹿

小
〈
口
郷
を
莞
て
き
た
感
想
を
も
と
に
、
友
好
へ
の
関
心
と
こ
れ
か
ら

の
村
づ
く
り
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

と
並
ん
で
、
巴
本
に
次
ぐ
外
資
保
有

国
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
す
ま
す

発
展
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

さ
て
、
私
は
鹿
谷
郷
を
初
め
て
訪

問
し
ま
し
た
が
、
邸
政
義
郷
長
さ
ん

拡
じ
め
郷
民
の
皆
さ
ん
の
熱
列
な
歓

迎
に
は
、
本
当
に
感
激
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
克
で

来
た
わ
け
で
す
が
、
特
に
若
い
人
と

は
一
一
一
一
口
葉
が
通
じ
な
く
、
身
振
リ
手
振

り
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、

果
た
し
て
、
お
互
い
に
理
解
で
き
た

も
の
か
ど
う
か
心
配
で
す
。

鹿
谷
郷
は
、
台
湾
中
部
に
告
置
し
、

標
高
五
百
メ
ー
ト
ル
の
丘
竣
地
帯
で
、

環
境
に
恵
ま
れ
た
静
か
な
た
た
ず
ま

い
の
中
に
在
り
ま
す
。
地
形
を
高
度

に
利
用
し
て
、
多
く
の
郷
民
は
鹿
谷

郷
の
特
産
で
あ
る
ウ
ー
ロ
ン
茶
の
栽

郷
民
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
姿
に
、
大
安
感
激

し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
鷺
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
c

そ
れ
は
、
鹿
谷
郷
幼
稚
圏
の
子

の
返
答
に
ま
た
び
っ
く
り
し
て
し
ま

い
ま
し
た
口
そ
れ
も
、
歓
迎
会
に
出

賭
し
た
林
啓
三
さ
ん
は
じ
め
、
金
濯

輩
、
黄
隆
課
、
制
針
金
獅
、
混
清
酒
さ

ん
ま
で
が
、
「
私
は
山
口
先
生
の
教

え
子
で
す
」
と
一
一
一
一
口
う
の
で
す
。
山
口

正
俊
先
生
が
、
台
湾
か
ら
引
き
上
げ

開
括
に
入
り
そ
の
己
そ
の
日
の
生
活

を
営
ん
で
い
た
こ
ろ
、
私
が
入
団
し

て
い
た
四
辻
青
年
間
で
、
山
口
先
生

を
お
迎
え
し
て
四
辻
分
校
の
先
生
と

し
で
勤
め
た
い
き
さ
つ
を
語
っ
た
と

こ
ろ
、
「
台
湾
を
離
れ
て
か
ら
随
分

い
指
導
と
護
助
を
積
種
的
に
行
う
べ

き
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
残
念
だ

っ
た
こ
と
は
、
研
修
の
時
闘
が
少
な

く
表
通
り
の
見
学
で
終
つ
で
し
ま
っ

た
こ
と
と
、
北
京
一
語
も
発
音
の
違
い

で
通
じ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
で

す。
今
後
の
訪
問
は
、
鹿
谷
郷
に
二
、

三
泊
の
畏
泊
研
修
で
、
一
一
一
一
口
語
を
は

U

め
文
化
や
習
慣
な
ど
の
広
い
突
流
を

続
け
る
べ
き
だ
と
患
い
ま
す
白

農
業
に
関
し
て
は
王
に
先
進
地
で

あ
り
、
玉
川
村
も
農
業
経
営
に
つ
い

て
勉
強
す
べ
き
点
が
数
多
く
あ
る
こ

と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

台
湾
省
は
中
富
本
土
と
異
な
リ
、

民
主
主
義
と
自
由
経
済
を
守
り
外
貨

準
備
高
に
つ
い
て
は
、

B
本
に
追
い

伺
け
追
い
越
せ
の
勢
い
に
満
ち
あ
ふ

培
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

国
内
は
も
と
よ
り
海
外
に
ま
で
有
名

な
『
凍
頂
茶
』
の
産
地
と
し
て
、
精

製
販
発
ま
で
も
一
貫
し
て
行
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、

ふ
る
さ
と
創
生
は
十
分
に
果
し
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。

説
明
に
よ
れ
ば
、
村
の
人
口
は
多
く

も
少
な
く
も
な
ら
ず
、
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
、
本
村
と
似
て
い

る
よ
う
で
す
。
ウ
l

己
ン
茶
以
外
に
こ

れ
と
い
っ
た
産
業
も
な
く
、
若
い
人
の

姿
が
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
訪
問
は
、
表
玄
関
ば
か
り

晃
て
き
ま
し
た
が
、
ま
た
機
会
が
あ

れ
ば
、
内
側
か
ら
見
で
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
お
互
い
に
素
顔
で
接
す
る

と
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
す
ま
す
友
好

発
展
が
で
き
否
と
患
い
ま
す
。

供
た
ち
で
す
。
私
た
ち
一
行
が
歓
迎

会
場
に
弼
著
し
た
の
が
、
夕
方
の
六

時
ご
ろ
だ
っ
た
と
患
い
ま
す
。
こ
ん

な
に
遅
く
ま
で
、
子
供
た
ち
が
私
た

ち
一
行
を
待
っ
て
い
た
の
で
す
。
先

苦
労
し
た
ん
だ
な
あ
」
と
、
自
を
赤

ら
め
て
い
ま
し
た
D

そ
し
て
、
握
手

謹
手
で
時
を
過
ご
し
た
の
で
す
。

人
と
い
う
も
の
は
、
遠
く
と
も
近

い
の
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
、
伺
か
込

み
上
げ
る
も
の
が
あ
リ
ま
し
た
。
こ

れ
こ
そ
、
本
当
の
友
好
都
市
鹿
谷
郷

だ
と
信
じ
ま
し
た
。

今
度
、
鹿
谷
郷
か
ら
我
が
玉
川
村

に
来
村
し
た
時
に
は
、
笑
み
を
た
た

え
で
心
か
ら
歓
迎
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。
経
済
の
発
震
は
、
今

後
も
驚
異
的
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ

スノ。
最
後
に
一
番
驚
い
た
こ
と
は
、
線

醤
府
の
屋
上
に
、
共
産
反
対
と
豊
富
か

れ
た
巷
板
が
赤
い
字
で
大
き
く
掲
げ

て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
の
文
面
を
克

て
、
北
京
鉄
路
学
院
在
学
中
に
歌
っ

た
歌
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

東
亜
民
族
進
行
曲
(
反
共
の
歌
)

大
地
湧
起
和
平
的
呼
声

激
動
ア
万
里
的
大
進
行

東
亜
民
族
朕
合
起
来

互
尊
濁
立
共
同
防
共

我
伺
是
関
関
荒
野
的
先
峰

我
開
票
創
造
文
明
的
英
雄

大
衆
起
醒
大
衆
起
醒

抱
負
律
興
東
亜
的
使
命

7 



平成2年i用広報たまかわ

欧
州
コ
ー
ス

こ
の
た
び
私
は
『
若
人
の
翼
』
の
団

員
と
し
て
東
西
ベ
ル
リ
ン
、
イ
ギ
リ
ス

を
十
五
巴
間
の
日
程
で
研
修
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
研
修
を
通
じ
て
学
び

体
験
し
感
じ
た
こ
と
を
微
力
で
す
が

報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
月
十
八
日
成
田
を
出
発
し
、
生
ま

れ
て
初
め
て
日
本
を
脱
出
し
ま
し
た
。

こ
の
自
で
最
初
に
見
た
雪
国
の
ア
ン

カ
レ
ッ
ジ
が
、
旅
の
始
ま
り
に
緊
張

感
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

最
初
の
目
的
地
、
西
ベ
ル
リ
ン
に

着
い
て
市
内
見
学
し
て
い
る
う
ち
に
、

自
分
は
日
本
を
遠
く
離
れ
た
異
国
に

い
る
こ
と
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
戦
争
の
冷
酷
さ
を
漂

思いを抱いζ

習89の欧州と
東南アジアを見る

それぞれの

之)

ム

コ東

平成2年l月

私
は
『
若
人
の
翼
印
』
の
団
員
と

し
て
、
韓
国
・
東
南
ア
ジ
ア

E
コ
ー

ス
十
三
日
間
の
研
修
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
人
の
国
際
化
が
望
ま
れ
て

い
る
現
在
、
私
は
意
識
改
革
を
し
、

視
野
を
広
げ
よ
う
と
自
分
の
翼
を
ひ

ろ
げ
た
の
で
す
。
た
く
さ
ん
の
体
験

か
ら
伝
え
た
い
こ
と
は
数
多
く
あ
リ

ま
す
が
、
特
に
心
に
残
っ
て
い
る
事

に
つ
い
て
話
し
で
み
た
い
と
思
い
ま

す。
三
十
八
度
線
に
よ
り
、
北
と
南
に

分
断
さ
れ
て
い
る
朝
鮮
半
島
。
板
門

庖
見
学
に
一
番
の
期
待
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
南
北
会
議
に
ぶ
つ
か
り
見

学
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

広報たまかわ

、二7小
高

車

出田
手口

雄

よ
わ
せ
る
西
と
東
を
分
け
た
壁
H

ベ

ル
リ
ン
の
壁
内
、
歴
史
を
物
語
る
建
物

の
数
々
な
ど
、
感
動
の
連
続
で
し
た
。

衝

撃

的

だ

つ

た

強

制

収

容

所

跡

検
門
所
を
通
リ
東
ベ
ル
リ
ン
に
入

り
ザ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
強
制
収
容
所

を
見
学
し
た
こ
と
は
、
一
生
忘
れ
ら

れ
な
い
衝
撃
の
体

験
で
し
た
D

身
の

毛
も
よ
だ
つ
よ
う

な
収
容
所
の
た
た

ず
ま
い
は
不
気
味

な
も
の
で
し
た
。

思
想
や
主
義
、
民

族
の
違
い
と
い
う

だ
け
で
、
人
を
入

と
も
思
わ
な
い
残

酷
で
非
情
な
扱
い

で
、
ゴ
ミ
く
ず
同

然
に
虐
殺
さ
れ
捨

て
ら
れ
た
人
達
の

ご
と
を
話
に
は
聞

い
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
収
容
所
を
見
て
、
ま
た
記
録

資
料
、
映
画
を
毘
て
改
め
て
戦
争
に

お
け
る
人
閣
の
残
酷
さ
を
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

平
和
な
日
本
に
生
ま
れ
、
自
由
と

い
う
こ
と
を
日
常
伺
も
感
じ
ず
に
生

活
し
て
い
る
自
分
に
は
、
ま
さ
に
H

日

本
か
ら
脱
出
H

し
た
貴
重
な
体
験
で

し
た
。
今
、
東
ベ
ル
リ
ン
が
壁
の
撤

去
を
始
め
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
国
も
平
和
へ
の
一
歩
を

歩
み
始
め
て
い
ま
す
。

竹

-
9
東
ド
イ
ツ
政
府
が
、

m
A
年

ぶ
り
に
国
境
開
放
を
声
明
。

間
キ
ロ
に
及
ぶ
ベ
ル
リ
ン
の
壁
。

東
と
西
と
の
正
円
で
あ
る
こ
の
引
フ

ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
門
前
の
壁
も

ロ
・
討
に
撤
去
さ
れ
た
。

雄
理
@
@

智
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川
辺
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板
門
庖
を
は
さ
む
非
武
装
地
帯
へ
続

く
自
由
の
橋
ぱ
近
は
、
日
本
か
ら
の

修
学
旅
行
生
や
地
元
の
幼
稚
園
児
と

一
緒
に
、
銃
を
持
っ
た
兵
士
た
ち
が
歩

い
て
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
決
し
で

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
風
景
に
こ
こ

は
い
つ
戦
争
が
始
ま
る
か
わ
か
ら
な

い
場
所
な
の
だ
と
強
<
感
じ
ま
し
た
。

戦
争
は
、
人
を
人
で
は
な
く
し
て
し

ま
う
悲
し
い
出
来
事
で
す
。
資
料
館

に
展
示
し
で
あ
る
数
々
の
資
料
の
前

で
、
繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
悲
劇

だ
と
思
っ
た
の
は
、
私
だ
け
で
は
な

か
っ
た
は
ず
で
す
。

韓
国
で
は
、
も
う
一
つ
印
象
深
い

体
験
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
日
本
語

肉弾十勇士忠勇塔前で
北朝鮮との境界近くにある板門庖付近は観
光客と軍隊が入り混じる異様な光景だった

学
校
に
遇
う
学
生
と
の
突
流
で
し
た
。

彼
ら
は
、
大
学
に
通
い
な
が
ら
日
本

語
を
学
ん
で
い
ま
す
。
日
本
語
が
話

せ
る
と
就
職
や
転
職
を
す
る
時
に
有

利
な
の
だ
そ
う
で
す
。
日
本
と
韓
国

の
か
か
わ
り
の
深
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
彼
ら
と
話
を
し
て
い

る
と
、
あ
ふ
れ
出
す
よ
う
な
向
学
心

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
常
に
前
に
進

も
う
と
す
る
力
を
感
じ
る
の
で
す
。

な
ん
と
な
く
勉
強
し
て
、
こ
れ
と
い

っ
た
目
標
を
持
た
ず
に
生
き
て
き
た

私
は
、
自
分
の
向
学
心
の
低
さ
に
恥

か
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
で
す
。

被
ら
は
、
急
速
に
発
展
し
て
い
る
ソ

ウ
ル
市
の
象
徴
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

南
北
の
緊
張
・
板
門
活
と
活
気
に

満
ち
た
都
市
'
ソ
ウ
ル
。
私
が
見
た

韓
国
の
二
つ
の
顔
は
多
く
を
語
っ
て

く
れ
た
よ
う
で
す
。
シ
ョ
ッ
ク
の
連

続
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
得
た
も
の

は
大
き
く
深
い
も
の
だ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

ヲ封践長ミ子
多元.~

総東京工ーエムアール取締役

佐藤正明氏の講演会より
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さ
て
、
作
物
と
し
て
何
が
よ
い

か
と
い
う
ご
と
に
つ
い
て
、
遂
一

話
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
ロ

ま
ず
は
菜
茎
類

京
都
中
央
卸
売
市
場
の
値
段
と

時
期
を
ね
ら
っ
て
、
近
畿
へ
売
れ

ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
う

い
う
商
品
が
い
い
か
口

ま
ず
は
、
菜
茎
類
で
す
。
で
、

ホ
ウ
レ
ン
草
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
が
、
年
間
平
均
価
格
で
す
と
、

キ
ロ
グ
ラ
ム
で
三
百
七
十
円
な
ん
で

す
。
京
都
で
は
。
と
こ
ろ
が
七
月

か
ら
八
月
に
か
け
て
は
、
七
百
円

元
で
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ

以
外
の
時
期
を
ね
ら
え
ば
よ
い
訳

で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
小
切
り
ナ
ス

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
七
月
と
十
月
を
除
け
ば
、

非
常
に
良
い
い
と
思
い
ま
す
。
次
に

オ
ク
ラ
で
す
が
、
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
暖
地
作
物
で
す
。
ミ
ニ

ト
マ
ト
。
こ
れ
は
、
千
百
四
十

八
円
も
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら

ク
レ
ソ
ン
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
高

級
し
こ
う
の
葉
茎
菜
で
す
が
、
少

量
で
も
、
労
働
集
約
型
で
や
れ
ば

非
常
に
お
も
し
ろ

い
作
物
で
す
。

豆
類
と
土
物

次
に
豆
類
で
す
が
、
実
え
ん
ど

う
で
六
百
六
十
七
円
。
こ
れ
は
、

九
月
か
ら
四
月
で
す
と
七
百
円
か

千
円
で
す
。
こ
の
時
期
は
、
こ
ち

ら
で
採
ろ
う
と
思
え
ば
採
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
よ
。
た

だ
、
技
術
的
に
非
常
に
問
題
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
き
ぬ
さ
や

え
ん
ど
う
。
こ
れ
は
、
千
三
十
四

円
で
、
通
年
高
い
ん
で
す
。
そ
れ

か
ら
、
お
ら
ん
だ
。
こ
れ
は
耳
な
れ

な
い
作
物
で
す
が
、
肉
料
理
の
添

え
物
と
し
て
い
ま
外
食
産
業
か
ら

非
常
な
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
口

次
に
土
物
で
す
が
、
や
ま
い
も
、

ゆ
り
ね
、
に
ん
に
く
、
く
わ
い
が

台
に
な
り
ま
す
。
三
つ
葉
は
六
百

七
円
。
こ
れ
は
通
年
平
均
で
す
か

ら
、
高
い
時
に
は
千
円
に
も
な
り
ま

す
。
車
問
ね
、
ぎ
、
白
ね
ぎ
の
た
ぐ
い
は
、

近
畿
地
区
で
は
受
け
ま
せ
ん
。
東
京

で
は
か
な
り
高
い
ん
で
す
が
。
サ
ラ

ダ
菜
四
百
九
十
円
D

ま
、
こ
れ
も
ま

あ
ま
あ
の
値
段
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら

芽
キ
ャ
ベ
ツ
。
こ
れ
が
七
、
八
月
に

出
荷
で
き
れ
ば
、
千
円
台
で
い
け
る

と
思
い
ま
す
。
パ
セ
リ
も
、
五
月
か
ら

七
月
で
す
と
千
円
で
す
ね
。
通
年
で

い
き
ま
す
と
七
百
二
十
九
円
で
す
。

ニ
ラ
は
、
七
月
か
ら
九
月
で
す
と
、

か
な
り
高
い
金
額
に
な
り
ま
す
。
わ

ら
び
や
ウ
ド
も
時
期
に
と
っ
で
は
か

な
り
高
い
で
す
。
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ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

そ
れ
か
ら
、
皆
さ
ん
方
が
本
気
で

や
ろ
う
と
い
う
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
で
す

が
、
こ
れ
は
通
年
で
千
円
を
越
し
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
点
で
言
え
ば
、

関
西
ね
ら
い

の
ア
ス

パ
ラ
は
、
お
も

し
ろ
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
次
に

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
で
す
。
こ
の
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
は
、
だ
い
た
い
七
百
円
台
で

す
か
ら
、
時
に
よ
っ
て
は
千
円
に
な

り
ま
す
。
近
畿
地
区
の
プ
ロ
ッ
コ
リ

ー
と
い
う
の
は
、
十
一
月
か
ら
出
て

き
ま
す
の
で
、
十
一
月
と
三
月
は
地

あ
り
ま
す
が
、
か
な
り
高
い
値
段
で

引
き
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

非

常

に

高

い

つ

ま

も

の

類

も
う
一
つ
、
つ
ま
も
の
と
い
う
物

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
高
い

で
す
ね
。
た
だ
し
こ
の
類
は
、
非
常

に
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
ま
、
言
う

な
れ
ば
、
手
間
を
か
け
な
き
ゃ
金
も

う
け
は
出
来
ん
と
い
う
の
が
現
実
で

す
ね
。
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
で
な
け
れ
ば

良
い
物
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が

言
え
る
と
思
い
ま
す
D

み
ょ
う
が
で

す
ね
。
こ
れ
は
通
年
で
千
二
十
一
円
。

そ
れ
か
ら
葉
し
よ
う
が
は
二
千
円
も

し
ま
す
。
そ
れ
と
花
丸
き
ゅ
う
り
が

千
四
百
七
十
四
円
。
そ
し
て
、
お
お

ば
が
三
千
三
百
九
十
八
円
。
も
う
一

つ
木
の
芽
で
す
が
、
八
千
四
百
二
十

三
円
と
非
常
に
高
い
ん
で
す
ね
。
ま
、

こ
の
辺
が
、
近
畿
地
区
に
お
け
る
つ

ま
も
の
の
需
要
の
高
さ
で
す
ね
凸
な

ぜ
か
と
言
い
ま
す
と
、
京
都
は
非
常

か
い
せ
き

に
独
特
な
市
場
な
ん
で
す
。
懐
石
料

理
(
茶
の
湯
の
催
し
に
付
随
し
て
出

さ
れ
る
料
理
)
に
使
う
た
ぐ
い
な
ん

で
す
ね
。
だ
か
ら
非
常
に
値
段
が
良

い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
超
一

流
の
料
理
屋
が
買
っ
て
く
れ
る
訳
で

す
か
ら
。

9 
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木を語る
相
田
商
会
は
、
製
材
業
と
し
て
昭

和
三
十
二
年
十
一
月
一
日
に
郡
山
市

で
創
業
。
現
在
地
に
は
、
昭
和
田
十

六
年
十
一
月
に
移
転
し
て
い
ま
す
。

ド
ν
穿
ふ
つ
エ
千
九
こ
・
7
い
た

従
業
員
は
五
人
で
、
地
松
、
縁
甲
板
、

地
税
、
天
井
板
、
食
剤
、
間
天
井
な
ど
の

高
級
品
製
材
販
売
を
営
ん
で
い
ま
す
。

社
長
の
相
田
さ
ん
は
、
現
在
の
事

業
を
始
め
る
前
に
、
電
気
発
動
機
関

係
の
職
場
に
十
五
年
ほ
ど
勤
め
て
い

ま
し
た
が
、
こ
と
の
ほ
か
木
へ
の
関

心
が
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
本
業
と
し

て
の
道
を
選
ん
だ
と
語
り
ま
し
た
。

特
に
、
良
質
の
製
材
へ
の
執
着
は

並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
木
へ
の

村
公
民
館
が
主
催
す
る
第
三
田
村

民
綿
引
き
大
会
が
、
十
一
月
二
十
六

日
村
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

冬
場
の
健
康
増
進
を
図
ろ
う
と
、

村
内
産
住
ま
た
は
村
内
に
勤
務
す
る

男
女
、
そ
し
て
各
地
区
子
供
育
成
会

の
小
学
生
男
女
を
対
象
に
毎
年
間
い

て
い
る
も
の
で
す
。

パ
ワ

i
全
開
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
に
、

翌
日
の
疲
労
を
心
配
し
て
か
一
般
の

参
加
チ

i
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
回
の
大
会
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
各
育
成
会
の
子
供
た
ち
男
女
合
せ

て
十
八
チ

i
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

手
に
汗
握
る
声
援
を
受
け
、
好
ゲ

ー
ム
を
展
開
し
ま
し
た
。

愛
着
が
情
熱
を
駆
り
立
て
て
い
る
よ

う
で
す
。
『
木
を
語
る
』
と
題
し
で
、

原
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の

中
か
ら
割
愛
さ
せ
て
掲
載
し
ま
す
。

「
木
を
簡
単
に
分
類
す
れ
ば
、
根
、

幹
、
葉
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
根
が

大
役
を
果
た
し
ま
す
。
い
か
に
し
て
幹

に
な
る
要
素
を
吸
収
す
る
か
、
言
わ

ば
人
間
の
自
と
口
に
あ
た
る
わ
け
で

す
。
植
林
は
、
一
二
・
四
年
も
の
の
苗

木
を
使
う
わ
け
で
す
が
、
植
え
れ
ば

終
わ
り
と
い
う
も
の
ピ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
。
良
資
材
を
造
る
に
は
、
子
育
て

と
同
じ
く
、
植
林
後
十
四
、
五
年
は
、

年
三
回
ぐ
ら
い
の
根
刈
、
枝
打
ち
、

1月の公民館行事
日目的・高齢者教室⑤

「カラオケを楽しく」

講師-・・榊シズエ先生

宗教室就改センタ

ー午前9:30~11 :30 
須釜教室須釜公民

館午後1:30----/3:30 
21B(8)・玉川村スキー教室

磐梯国際スキー場

参加布望の方は公民館

まて申込み下さい

22日(問・泉婦人学級③
就改センター

午後7:00~9:00

23日(め・須釜書道教室⑬ 須釜
公民館午後7;00~9:00

25日制・泉書道教室⑬ 就改セ
ンター午後7:00~9:00

26日佳)・須釜婦人学級③
須釜公民籍

午後7:∞~主的
2BB(s) .新春臨碁将棋大会

就改センター

午前8:20受付

ノノ全

綱引

--

相自喜八代表取締役

大
切
な
足
を
守
る

縫革

製靴

崎
さ
ん
が
、
以
前
勤
め
て
い
た
石
川

町
東
北
ミ
ド
リ
安
全
工
業
側
の
協
力

工
場
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。
当
初

は
、
卒
の
裁
断
が
専
円
で
し
た
が
、
昭

和
一
点
十
五
年
に
ミ
シ
ン
を
導
入
し
、

現
在
で
は
、
裁
断
は
親
会
社
で
行
い

革
縫
製
が
主
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
協
力
王
場
は
三
十
五
ぐ
ら

い
あ
る
そ
う
で
す
。

取
扱
品
は
、
安
全

靴
、
紳
士
靴
、
学
生

靴
で
、
ち
ょ
う
ど
こ

の
時
は
、
高
校
の
指

定
靴
を
縫
っ
で
い
ま

し
た
。
作
業
は
、
親

会
社
の
仕
様
書
に
基

づ
い
て
、
十
三
ぐ
ら

い
の
工
程
を
五
人
で

分
担
し
て
い
ま
す
。

ミ
シ
ン
作
業
は
、

一
般
縫
製
業
と
比
べ
、

針
が
大
き
く
自
が
疲

れ
ま
せ
ん
が
、
草
製

品
で
あ
る
た
め
、
議

い
直
し
が
き
か
な
い

点
は
や
は
り
神
経
の

集
中
が
必
要
で
す
。
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ノ
ザ
キ
縫
革
工
業
は
、
昭
和
五

十
二
年
二
月
十
五
日
に
創
立
。
靴

底
を
除
く
革
靴
の
縫
製
業
で
す
。

現
在
従
業
員
が
五
人
。
社
長
の
野

高級造作材の前で

間
伐
の
手
入
れ
を
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
そ
し
て
、
十
年
間
ぐ
ら
い

は
、
素
性
良
く
育
て
る
た
め
に
、

支
柱
を
立
て
れ
ば
最
高
で
す
。

と
に
か
く
、
労
力
を
か
け
て
育

て
た
成
木
は
、
製
材
に
か
け
た
時
、

そ
の
木
目
の
す
ば
ら
し
さ
に
日
が

う
ば
わ
れ
ま
す
。
こ
の
感
動
が
す

な
わ
ち
高
級
品
と
成
り
う
る
わ
け

で
す
J

所
在
地

川
川
辺
字
久
保
田

代表者

野崎力男

年

間

の

ニ

千

七

百

定

、

日
当
た
り
に
す
る
と
約
百
五
十
足

で
す
が
、
「
丈
夫
で
安
全
を
保
関
す
る

靴
で
す
か
ら
、
一
人
で
も
多
く
の
人

に
履
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
生
産

性
を
ア
ッ
プ
し
た
い
で
す
ね
」
と
意

欲
を
示
す
野
崎
社
長
で
す
。

所
在
地
川
辺
字
池
下
ニ
八
八

Jm汁
3刀dl-
v瓦:;;j世

.~Jf記
JjFf訪
問31:;!?

Ai)活
力汚Nft5、
Ljiと
続~)
y/;;i 

第3

参加資

格は村内居住者または

村内企業に勤務する方

参加費400円(弁当代)
2月

5日(坊・ママさんパトミントン
教室⑬ 村体育舘

午後2:00~4:∞
6日(j{)・須釜書道教室⑬ 須釜

公民館午後7:00~9:00

8日的・泉書道教室⑪ 就改セ
ンター午後7:00~9:00

開
会
式
で
は
車
田
村
長
が
あ
い
さ

つ
、
関
根
忠
幸
教
育
長
が
祝
辞
を
述

べ
た
あ
と
、
選
手
を
代
表
し
て
須
藤

裕
樹
君
(
川
辺
A
)
が
宣
誓
し
ま
し

た。

優勝したJllillAチーム(上)と小高Aチーム(午)の選手の皆さん

競
技
は
各
チ

i
ム
八
人
編
成
で
ブ

ロ
ッ
ク
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、
一
試
合

二
本
を
先
取
し
た
チ

i
ム
が
勝
つ
と

い
う
方
法
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
男
子
は
川
辺

A
チ
ー

ム
が
、
女
子
は
小
高
A
チ
i
ム
が
昨

年
に
続
い
て
優
勝
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
口

@
小
学
生
男
子
(
日
チ
!
ム
)

優

勝

川

辺

A
チ
i
ム

準

優

勝

川

辺

B
チ
i
ム

第
三
位
北
須
釜
チ

i
ム

小
中
間
同

A
チ

i
ム

@
小
学
生
女
子

(
6
チ
i
ム
)

優

勝

小

高

A
チ
i
ム

準

擾

勝

川

辺

チ
l
ム

第
三
位
北
須
釜
チ

l
ム

竜
崎
チ

i
ム

11 
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広報たまわ、わ

物
事
を
論
理
的
に
考
え
て
い
く
と

い
う
習
慣
は
、
そ
の
子
供
が
ど
の
よ

う
な
道
を
歩
む
こ
と
に
な
つ
で
も
大

切
な
ご
と
だ
と
思
い
ま
す
口
世
関
の

多
く
の
人
が
言
っ
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
「
本
当
に
そ
う
な
の
か
な
」
、

寸
な
ぜ
そ
う
な
る
の
だ
ろ
う
L

と
疑

問
を
も
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
で
す
D

最
近
、
「
あ
の
人
は

B
型
だ
か
ら

あ
の
よ
う
に
す
る
の
だ
」
と
か
「
私

は
O
型
だ
か
ら
そ
れ
は
苦
手
で
す
」

と
い
う
よ
う
に
、
血
液
型
と
行
動
の

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

摩

武

俊

仕
方
、
あ
る
い
は
性
格
と
の
関
係
が

広
く
話
題
に
な
っ
で
い
ま
す
。
血
液

す
べ
て
共
通
の
持
徴
を
も
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

A
、
B
、
O
、
A

B
と
い
う
血
液
型
は
生
涯
不
変
で
す

し
、
輸
血
の
適
否
と
の
関
係
は
賠
知

の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
性
格
に
幅
の

広
い
個
人
謹
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で

す
。
問
題
は
性
格
の
個
人
差
が
血
液

型
の
違
い
と
正
確
に
対
志
し
て
い
る

筋
道
を
つ
け
て
考
え
る
こ
と

型
と
性
格
を
論
り
た
著
書
も
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
し
、
'
自
己
紹
介
の
と
き

に
血
液
型
の
こ
と
を
一
番
先
に
い
う

人
も
い
ま
す
。

本
当
に
血
液
型
と
性
格
は
関
係
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
型
の
人
は

乙

を

、コx
j宅日

本
の
滝
百
選
事
務
局
で
は
、
起

伏
に
富
ん
だ
日
本
の
す
ば
ら
し
い
自

然
の
象
徴
と
も
言
え
る
全
国
の
滝
の

中
か
ら
、
日
本
の
名
諜
を
百
か
所
選

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
G

そ
こ
で
、
芭
蕉
ゆ
か
り
の
滝
と
し

で
村
民
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
観
光

客
が
訪
れ
る
『
乙
字
ヶ
滝
」
を
、
こ

の
日
本
の
滝
百
選
に
選
ば
れ
る
よ
う
、

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

幼国pJi 
18 
.11..1 

村
で
は
、
保
育
所
と
幼
稚
園
の
平

成
二
年
度
の
入
所
(
閤
)
児
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

泉

保

所

!日
ノU

コ民
間

*
募
集
定
員
六
十
人

村
内
在
住
の
方
で
、
保
育
に
欠

け
る
幼
児
で
あ
り
、
満
一
歳
以
上

の
小
学
校
就
学
前
の
幼
児

ぬ
特
受
付
期
間
平
成
二
年
一
月
十
日

か
ら
一
月
三
十
司
(
火
)
ま
で
。

*
申
込
先
と
手
続

役
場
住
民
課
で
所
定
の
申
請
書
に

記
入
の
う
え
提
出
し
て
下
さ
い
。

*
そ
の
他
注
意
事
項

O
引
き
続
き
入
所
を
希
望
さ
れ
る

i田
Ju 場

合
で
も
申
請
が
必
要
で
す
。

O
申
込
み
の
際
に
持
参
す
る
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

@
平
成
一
冗
年
分
の
源
泉
徴
収
票

の
写
し

竺
就
労
(
勤
務
)
証
明
書

詳
し
/
¥
は
、
住
民
課
福
祉
係
ま
で

岱

5
7
1
3
1
0
1

内
線
2
7

幼

稚

i日
ノU

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
血
液
型
は
、
世
間
で
よ
く

い
わ
れ
る
A
B
O
式
血
液
型
の
分
類

の
浮
か
に
、
た
く
さ
ん
の
分
類
法
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
な
ぜ
A
8
0

式
血
液
型
だ
け
が
性
格
と
関
係
が
あ

*
応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
左
の
図
の
よ
う
に

お誕生おめでとう
ございます

( 11月超出分)

保護者名

よニヒ
i.::f二

保

竹

る
の
で
し
ょ
う
か

0

3
本
人
と
駄
米

人
の
性
格
は
、
自
己
、
主
張
の
程
度
な

ど
に
関
し
て
か
な
り
違
い
ま
す
が
、

O
型
の
ア
メ
リ
カ
人
は
性
格
に
関
し

て
共
通
点
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

さ
ら
に
基
本
的
に
は
性
格
を
四
通
り

に
分
類
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
何
型

と
何
型
の
人
は
結
婚
し
て
も
う
ま
く

い
か
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
組
合
わ
せ
で
う
ま
く
い
っ
て
い

る
夫
婦
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
口
い
ろ
い
ろ
な
疑
関
点
が
浮
か

ん
で
き
ま
す
。
簡
単
に
あ
の
人
は
何

型
だ
か
ら
と
割
り
切
っ
て
し
ま
え
る

一
は
ど
単
純
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
時
間
を
か

け
て
っ
き
つ
め
て
考
え
て
い
く
こ
と

が

大

切

で

す

。

に

対

し

て

性

記
入
し
て
、
平
成
一
一
月
末
日
ま

で
に
応
募
し
で
下
さ
い
。

な
お
、
応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら

抽
選
で
五
百
人
に
国
令
官
券
と
「
日
本

の
滝
L

記
念
冊
子
が
贈
ら
れ
ま
す
。

ふ
る
っ
て
応
募
下
主
い
。

今

月

の

納

税

国
民
年
金
保
険
料

一
月
分

菌

*
い
ず
み
幼
稚
爵
定
員
百
二
十
人

村
内
に
居
住
し
、
昭
和
五
十
九

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

求
す
が
ま
幼
稚
冨
定
員
百
人

村
内
に
居
住
し
、
昭
和
五
十
九

夫

夫

出生児氏名

鈴木惇也

溝井勝博

木部伊佐美

手見

第

四

期

区

辺

高

村

県

民

土生

J 11 

国
民
健
療
保
険
税

第

七

期

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
一
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

宋
受
付
期
間
平
成
二
年
一
月
八
臼

か
ら
一
月
二
十
二
日
(
月
)
ま
で
。

*
受
付
場
所
い
ず
み
幼
稚
園
及
び

す
が
ま
幼
楼
閣

官
そ
の
他
印
か
ん
が
必
要
で
寸
。

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
ま
で

2
5
7
1
3
1
0
1

内
線
6
3

続
期
限
は
、
一
丹
二
十
五
日
関
ま
で

で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

出-
，t_:.、 一一

正男

勝広

明

夫

策

信

栄

友

太

明

介

美

気

将

健

憲

大

聡

優

針

木

田

林

子

根

釜

藤

小

鈴

吉

小

増

関

須

佐

ベン

中

岩法寺

崎

ク

南須釜

北須釜

亡と
Eコ

'l 

海控〉
ーあ
ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
一
埠
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

コし
岳
会
日

・
玉
川
村
商
工
会
婦
人
部
か
ら
文
化

平成2年i月広報たまから

絡
テ
ス
ト
を
行
い
、
こ
の
結
果
を
「
血

液
型
と
性
絡
は
関
係
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
者
」
と
「
無
関
係
と
忠
っ
て

い
る
者
」
に
分
け
て
比
較
す
る
と
、

両
者
の
間
に
差
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

前
者
の
ほ
う
に
、
他
人
に
向
調
し
や

す
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
単
純
で
、

占
い
な
ど
を
好
む
人
が
多
か
っ
た
の

で
す
。
血
液
型
の
こ
と
を
例
に
し
て

書
き
ま
し
た
が
、
ひ
と
つ
の
こ
と
に

疑
問
を
も
ち
そ
れ
を
考
え
て
み
る
こ

ど
は
大
切
で
す
。
そ
し
て
こ
の
よ
う

な
態
度
は
、
親
を
通
し
て
子
供
に
伝

え
ら
れ
で
い
く
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

村
職
員
の
人
事

十
二
月
十
一
日
付
け
で
村
職
員
の

人
事
移
動
が
あ
り
ま
し
た
。

移
動
者
(
)
は
旧
任

す
税
務
課
長

l
小
林
弘
(
農
業
委
員

会
事
務
局
長
)

V
農
業
委
員
会
事
務

局
長

l
岡
部
勝
良
産
業
課
長
が
兼
務

V
農
業
委
員
会
事
務
渇
主
事
溝
井

陳
彦
(
公
民
館
主
事
)

退
職
1
大
木
嘉
彦
(
税
務
課
長
)
〈
十

一
月
三
十
日
付
〉

おくやみ
申し上げます

(11月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

j桑田義治

岩谷ミセ 康啓

63 

60 

区

中

地

祭
の
福
祉
パ
ザ

i
益
金
と
し
て

三
六
、
三
七

O
円

.
南
須
釜
の
草
野
保
治
さ
ん
か
ら

一

万

円

@
川
辺
の
双
里
正
義
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
竜
崎
の
仁
井
田
保
推
さ
ん
か
ら

ニ

万

・
小
高
の
矢
吹
太
郎
さ
ん
か
ら

五

万

円

(
村
社
会
福
祉
協
議
会
)

(十 3) 

7，620人(十10)

3，792人(+12) 

村のようす

(元年12月1日現在)

轟盟盟盟h

日J1，貯

蓄事
義

憲

12 

i斗
3，828人(ー 2) 

13 



有
終
の
美
は
七
恵
ち
ゃ
ん

昭
和
の
最
後
を
飾
っ
た
の
は
、

竜
崎
の
大
和
田
制
売
さ
ん
と
慨
さ

ん
の
長
女
七
恵
ち
ゃ
ん
。

昭
和
六
十
四
年
一
月
七
日
誕
生
。

当

B
医
師
か
ら
改
元
の
相
談
が
あ

っ
た
が
、
あ
え
て
昭
和
を
望
ん
だ
。

平成第1号は茜ちゃん1989の歩み
本村の平成第 i号誕生は岩法寺の高
橋一郎さんと明美さんの長女茜ちゃん。

平成元年 1月20日生まれ。
高橋家にとって待ちに待った誕生だ

った。その喜ひにこたえるかのように

茜ちゃんは、 9ヶ月自力、ら歩き始めた。

1
9
8
9年
1
月

7
目
、
昭
和

天
皇
が
崩
御
さ
れ
、
翌

1
月

8
白

か
ら
元
号
が
平
成
に
改
め
ら
れ
た
。

た
っ
た

1
週
間
の
昭
和
で
あ
っ

た
が
、
日
本
人
の
心
を
大
き
く
揺

り
動
か
し
た

1
年
で
あ
っ
た
。

平
成
の
幕
開
け
は
、
す
な
わ
ち

二
十
一
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

1
9
8
9年
を
振
り
返
え
り
、

お
届
け
で
き
な
か
っ
た
村
の
ニ
ュ

ー
ス
を
こ
こ
に
お
伝
え
し
ま
す
。

昭和から平成に
10.19すがま幼稚園を会場に
公立幼稚園教育研究会県中ブロ

ック教育課程研究協議会開催。

一
空
港
建
設
地
の
西
側
。

一

一
金
堀
山
(
右
)
が
削
ら
れ
観
音
一

一
山
(
左
)
も
平
成
二
年
度
早
々
一

一

に

そ

の

姿

が

変

わ

る

一

教
育
二

ユ
ー
ス

8
・
叩
泉
中
学
校
用
地
売
買
契

約
調
印

9
・

1

東
部
共
同
調
理
場
新
築

工
事
入
札

竹
・
日
須
釜
中
学
校
用
地
売
買

契
約
調
印

玉
川
団
地

2
年
度
に
完
成

三
期
三
か
年
で
進
め
ら
れ
て
い

る
玉
川
団
地

(岩
法
寺
)
は
、
第

3

号
棟
の
工
事
が
着
手
さ
れ
平
成
二

年
度
に
す
べ
て
完
成
す
る
。




